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あおもり若者プロジェクト クリエイト

２０２５年３月１６日
クリエイトまち塾２０２４ 成果発表会

クリエイトまち塾の10年とこれから
～商店街を学びの場に 探究学習の先駆け～

理事長 久保田 圭祐
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10年間の歩みを振り返り、

クリエイトまち塾の価値を再整理。

先進性

教育
政策

先進性

こども
政策

先進性

中心
市街地
政策

クリエイトまち塾は、
なぜ、どのように時代を先駆けてきたのか？
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高校生が主体に商店街活性化に取り組む事業として「高校生カフェ」を考案。

２０１３年度に実施し、コミュニティカフェや商店街活性化の先進事例として、

全国的に大きな反響を呼んだ。
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先進的である反面、手探りの取組となり、

参加する高校生は疲弊し、協力する商店主の不満はたまる一方に。

「得られることの可視化」と「役割の明確化」の重要性を痛感した。

高校生 協力する商店主ら
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 脱ゆとり教育となる新学習指導要領が施行。知識量増加。

 OECD（2012年）による教育政策分析では、日本の高校教育は依然とし
て「詰め込み型」が主流。

 アクティブラーニング導入の必要性は指摘されるも実践は途上。

→アクティブラーニング（探究学習）は黎明期・模索段階。

教 育

 郊外型大型ショッピングモールの充実

 ＥＣの普及

→消費者のライフサイクルが大きく変化、商店街の空洞化が進行。
地 域

 全国の先進自治体ではこども議会などが導入されるも、「言うだけ」
「発表するだけ」で終わってしまう状況。

 こどもの社会参画政策の重要性が本格的に議論されるのは2018年以降。

→その社会的意義・重要性の認識は薄く、軽視されていた。

こども・若者

の社会参画

2014年の社会背景

誕生背景

高校生カフェの反省を糧に、学びの体系化（得られることの可視化）と、
関係性のしくみ化（役割の明確化）を実現する取組として、クリエイトまち
塾を開始。
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初期 2014年度～2016年度 中期 2017年度～2019年度 後期 2020年度～2024年度

手探りの時代 仕組みの整備と発展 コロナ禍と変化

• 対面活動が困難になり、まち塾
の価値である「世代や立場を超
えた交流」が憚られる状況に。

• 活動量の減少や議論の減少が起
こり、結果として「高校生の自
発性が育ちにくくなった」。

• これを踏まえ、在り方を見直し、
ステートメント等を制定した新
たなクリエイトまち塾を２０２
３年にリリース。

• 高校生カフェ事業と共存する形
でスタート。高校生はカフェの
準備・運営をしながら活動に参
画し、まさに毎週末が活動日。

• スタッフ同士で常に議論し、活
動を毎回のようにアップデート。
時には高校生からの指摘も。

• 参加する高校生は「なんでも
やってみよう」という自発的な
タイプが多かった。

• トラブルなども減ってきて、
（心理的にも）安定した運営に
移行。

• 活動の効率化・負担軽減を行う
中で、高校生の成長機会減少と
いう二律背反状況も。

• 「いい子」が多い中で、キャラ
クターの立った「面白い参加
者」が触媒となり活動が活性
化。

「商店街を学びの場に」「三人称の提言より、一人称の実践」など、
活動開始時の大きな理念は不変に、時代とともに活動を深化させてきた。
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2014年

その後

アクティブラーニング導入の必要性は指摘されるも実践は途上。
→アクティブラーニング（探究学習）は黎明期・模索段階。

2022年に「総合的な探究の時間」必修化され、探究学習が本格化。
しかし、教育現場では「探究学習の実践が難しい」という課題も。

「アクティブラーニング（探究学習）」が注目される前から、

１０年に渡り、クリエイトまち塾は「リアルな社会と関わる探究学習」を実践

社会背景の変遷

クリエイトまち塾での学びの特徴

1. 地域のリアルな課題と直結
• 学校内の課題研究ではなく、社会の現場での学びが中心。
• 「まちづくりの実践」と「探究学習」が融合している。

2. 学びの成果が「社会実装」に
• 高校生の企画や提案が、実際の地域の変化につながる可能性がある。
• 商店街の活性化イベントや地元企業とのコラボなど、「実践型の学び」ができる。

3. 知識の探究ではなく、「行動」を通じた学び
• 一般的な探究学習が「調べる・考える」なら、まち塾の探究学習は「動く・試す」学び。
• 「どうすれば地域が変わるのか？」を考え、実際に行動する経験が得られる。



Copyright © 2014- Aomori Wakamono project CREATE All Rights Reserved.

8

2014年

その後

主に「こどもの貧困対策」「虐待防止」「教育機会の確保」などの
支援型政策が中心。
 「こども・若者の社会参画」を明確に推進する政策は皆無。

こども・若者の声を社会に反映に関する議論が始まり、2023年にこ
ども大綱・こども基本法制定へ。
「支えてあげる」「施しを与える」立場から、「社会の一員」とし
ての立場に。

こども政策の機運が高まる前から、こどもの社会参画に大きく貢献。

「意見表明の場」ではなく、「実際に社会と関わる場」を10年前から提供。

社会背景の変遷

クリエイトまち塾の先進性

政策上の目標（政府・自治体の方針） クリエイトまち塾の実践

こども大綱（2023年）
「若者が主体となって活動する団体等の活動を促
進する環境整備」

2014年から高校生が主体となって地域で実践。
「高校生がまちづくりに関わる仕組み」を確立。

こども基本法（2023年施行）
「こども・若者の社会参画の機会を確保」

意見表明だけでなく、リアルな地域活動を通じて
社会参画を実現。
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2014年

その後

中心市街地活性化法（1998年施行、2006年改正）をもとに、全国的
に「空き店舗対策」「商店街活性化」が重視されていたが、「人が
集まる場としての価値」には十分な議論がなかった。

2023年～2024年に実施された内閣府の中心市街地活性化評価・推進
委員会において、「中心市街地は人々の居場所」と明記。まちづく
りの新機軸を提案。

再開発・創業支援など「商業機能の再生」に重点を置く時代においても、

「商店街に新たな価値（学びの場・居場所）を提供する試み」として実践

社会背景の変遷

2015年2月 月刊地域づくり2023年 中心市街地活性化評価・推進委員会 最終とりまとめ
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 対面での交流が制限

 オンラインでのコアプロが増加

 フィールドワーク・実践活動の機会減

コロナ禍に
よる
制約

 交流機会の減少
世代間・立場を超えた議論が難しくなる

 活動量の減少
実践の場が減り、自発性が育ちにくくなる

影響

コロナ禍を経た新しい社会を見据え、
クリエイトまち塾がめざす社会の姿・カリキュラムを一から考え直すことに。

２０２３年に、

「ステートメント」
「カリキュラムポリシー」

を制定し、新たなクリエイトまち塾を開始。

自発的な
活動・行動の減少
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現在の資金構造（イメージ） 目指すべき資金モデル

「補助金頼みの運営は不安定 多様な財源で安定した運営へ

資金構造のアップデートを模索

参加費収入

寄付

補助金

その他 自主財源

依存財源

参加費収入

寄付・CF

企業協賛・

民間支援

補助金

その他 自主財源

依存財源

資金面の不安要素を改善することを通じて、
この活動を社会に根付かせるべく尽力

※現在の資金構造は、簡略化したもので、イメージです。
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これまでの10年

教育・こども政策・まちづくりの先駆け
これから

これからの10年をどうするか、考えるのは次の世代 

「まち塾の未来を、一緒に作っていきましょう」 
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